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歳 入
　財産収入などは減となったものの、市税、国庫支出金、市債などの増によ
り、対前年度比で約64億7,797万円、9.1％の増でした。グラフの（　）内は
前年度比。

歳 出（性質別経費）
　公債費、維持補修費などは減となったものの、普通建設事業
費、扶助費などの増により、対前年度比で65億3,945万円、
9.7％の増でした。グラフの（　）内は前年度比。

歳入
773億3,382万円
（9.1％増）

国庫支出金
国からの負担金や補助金など
159億9,827万円（5.2％増）

その他
分担金及び負担金、寄附金、財産収入
7億8,957万円（2.5％減）

繰入金
特別会計や基金からの繰入れ
19億6,887万円（32.6％増）

使用料及び手数料
市の施設の利用者、特定の行
政サービスを受ける人からい
ただくお金
15億9,313万円（1.7％増）

諸収入
延滞金加算金及び過料、市預
金利子、貸付金元利収入など
20億8,279万円（19.5％増）

市税
市民税、固定資産税、都市計
画税など
320億590万円（2.2％増）

繰越金
会計年度が終了し、次の年度
へ持ち越されたお金
21億5,467万円（14.4％増）

地方消費税交付金
地方消費税の一部が人口など
に応じて交付されるお金
48億897万円（3.7％増）

市債
国や銀行などから借りるお金
35億1,980万円（90.0％増）

県支出金
県からの負担金や補助金など
56億7,269万円（6.6％増）

地方交付税
地方財源の均衡を図るために
国から交付されるお金
32億7,108万円（12.8％増）

人件費
職員給与や議員報酬など
122億2,913万円（6.2％増）

普通建設事業費
道路、学校など公共施設の
建設など
73億1,583万円（59.1％増）

貸付金
所定の期日に返済してもらう
約束で貸すための経費
3億3,972万円（0.2％減）

積立金
基金への積み立て
5億6,524万円（2.3％増）

維持補修費
施設の効用を維持するため
支出された経費
2億7,634万円（19.4％減）

繰出金
特別会計へ支出する経費
61億4,604万円（4.0％増）

公債費
市債の償還に要する経費
51億9,052万円（4.4％減）

扶助費
児童や高齢者、障害者などを
支援するための経費
242億6,818万円（9.6％増）

物件費
消耗品や備品の購入費、委託
料など
140億936万円（7.9％増）

補助費等
負担金や補助金など
36億1,027万円（0.2％増）

その他
各種交付金、地方譲与税
34億6,808万円（62.4％増）

依存財源　国や県から交付されるもの 47.5% 自主財源　市が自主的に収入できるもの 52.5%

※歳入決算額から歳出決算額を差し引いた額は33億8,319万円です。そのうち、10億7,778万円は翌年度に繰り越す財源で、残りの23億541万円は剰余金です。

歳出
（性質別経費）
739億5,063万円
（9.7％増）
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す
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す
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